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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第38期
第３四半期
連結累計期間

第39期
第３四半期
連結累計期間

第38期

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年12月31日

自 2020年４月１日
至 2020年12月31日

自 2019年４月１日
至 2020年３月31日

売上高 (百万円) 35,772 38,499 48,211

経常利益 (百万円) 3,532 5,026 4,250

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 2,270 3,295 2,519

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 2,073 3,587 2,390

純資産額 (百万円) 30,883 33,065 31,203

総資産額 (百万円) 60,754 67,753 65,456

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 64.30 96.44 71.37

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 63.27 95.22 70.31

自己資本比率 (％) 49.2 46.3 46.1
 

　

回次
第38期
第３四半期
連結会計期間

第39期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年10月１日
至 2019年12月31日

自 2020年10月１日
至 2020年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 19.30 40.49
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 株主資本において自己株式として計上されている株式給付信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期

(当期)純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益の算定上、期中平均株式数の計算において

控除する自己株式に含めております。

３ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に重

要な変更はありません。

また、当第３四半期連結累計期間において、当社の連結子会社でありました寧波利克化工有限公司の全出資持分を

譲渡したため連結の範囲から除外しております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

　

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する状況下、

昨年５月の緊急事態宣言解除に伴い徐々に経済活動が再開され始めましたが、気温の低下に伴い感染症は再拡大す

ることとなり、先行き不透明な状況で推移いたしました。

当グループの属する日用品業界におきましては、緊急事態宣言が解除されたことから最悪期は脱したものの、企

業活動が低調になったことに伴う雇用・所得環境の悪化等により個人消費は足踏み状況にあり、経営環境は厳しい

状況で推移いたしました。

このような環境の中、当グループでは、従業員及びその家族の健康のため、在宅勤務等の感染防止対策を図りつ

つ、コスメ関連製品、殺虫剤・虫除け製品及び衛生用品等の開発に注力するとともに、感染症対策品としてお客様

の需要が高い「バルサン」ブランド製品や清掃・衛生消耗品等の増産・安定供給に努めてまいりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、新型コロナウイルス感染対策として「バルサン」ブランド

の新製品であるウイルス除去商品をはじめとする衛生関連商品や巣籠り需要により家庭内の時間を快適に過ごすた

めの清掃用品等の販売が堅調に推移したこと、前連結会計年度第３四半期より連結対象となった㈱エフトイズ・コ

ンフェクトの売上高が新たに加わったこと等から384億99百万円(前年同期比7.6％増)となりました。利益につきま

しては、衛生用品等の増産により製造工場の生産性が向上したこと等から営業利益は48億97百万円(前年同期比

45.1％増)、経常利益は50億26百万円(前年同期比42.3％増)となり、火災による災害損失を計上したこと、麗固日用

品(南通)有限公司の解散決議により回収可能性が回復した繰延税金資産の計上に伴い税金費用が減少したこと等か

ら親会社株主に帰属する四半期純利益は32億95百万円(前年同期比45.2％増)となりました。

 
(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は前連結会計年度末に比べ22億97百万円増加し、677億53百万円とな

りました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ29億94百万円減少し、415億6百万円となりました。主な増加は、受取手形

及び売掛金の増加18億70百万円、商品及び製品の増加10億22百万円、未収入金の増加をはじめとするその他の増加

10億6百万円であり、主な減少は、現金及び預金の減少71億92百万円であります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ52億91百万円増加し、262億46百万円となりました。これは主に、有形固定

資産の増加44億68百万円によるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ4億34百万円増加し、346億87百万円となりました。

流動負債は、前連結会計年度末に比べ7億62百万円減少し、73億71百万円となりました。これは主に、1年内返済

予定の長期借入金の減少15億円によるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ11億97百万円増加し、273億16百万円となりました。これは主に、長期借入

金の増加12億50百万円によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ18億62百万円増加し、330億65百万円となりました。主な増加は、利益剰余金

の増加23億85百万円であり、主な減少は、自己株式の取得等に伴う自己株式の増加14億16百万円であります。

 
(3) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況

の分析」中の重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。
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(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当グループの優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

 
(5) 財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

当第３四半期連結累計期間において、当グループの財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基

本方針に重要な変更はありません。

 
(6) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における当グループの研究開発費の総額は10億14百万円となりました。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 115,565,360

計 115,565,360
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2020年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(2021年２月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 38,165,340 38,165,340
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は100株であ
ります。

計 38,165,340 38,165,340 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2020年10月１日～
2020年12月31日

─ 38,165 ─ 5,491 ─ 6,949
 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2020年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

2020年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式
(自己株式等)

― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式
(自己株式等)

(自己保有株式)
― ―

普通株式 3,003,800

完全議決権株式(その他) 普通株式 35,157,700 351,577 ―

単元未満株式 普通株式 3,840 ― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数
 

38,165,340 ― ―

総株主の議決権 ― 351,577 ―
 

(注) １ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、株式給付信託の導入に伴い、信託財産として㈱日本カスト

ディ銀行(信託Ｅ口)が所有する当社株式947,800株(議決権9,478個)が含まれております。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式47株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

  2020年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
レック株式会社

東京都中央区京橋二丁目
１番３号

3,003,800 ― 3,003,800 7.87

計 ― 3,003,800 ― 3,003,800 7.87
 

(注) 株式給付信託の導入に伴い、信託財産として㈱日本カストディ銀行(信託Ｅ口)が所有する当社株式947,800株は

上記自己名義所有株式数には含まれておりません。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2020年10月１日から2020年

12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2020年４月１日から2020年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 28,505 21,313

  受取手形及び売掛金 8,459 10,330

  商品及び製品 4,514 5,537

  仕掛品 357 361

  原材料及び貯蔵品 1,711 2,009

  その他 1,021 2,028

  貸倒引当金 △69 △73

  流動資産合計 44,501 41,506

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 4,183 5,685

   その他（純額） 11,178 14,144

   有形固定資産合計 15,361 19,829

  無形固定資産   

   のれん 599 450

   その他 306 461

   無形固定資産合計 906 911

  投資その他の資産   

   投資有価証券 3,399 3,912

   その他 1,287 1,601

   貸倒引当金 △0 △9

   投資その他の資産合計 4,687 5,505

  固定資産合計 20,954 26,246

 資産合計 65,456 67,753
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,842 2,128

  短期借入金 192 189

  1年内返済予定の長期借入金 2,500 1,000

  未払法人税等 1,007 857

  賞与引当金 379 163

  その他 2,211 3,032

  流動負債合計 8,134 7,371

 固定負債   

  長期借入金 24,500 25,750

  株式給付引当金 172 193

  退職給付に係る負債 395 369

  資産除去債務 36 31

  その他 1,014 971

  固定負債合計 26,119 27,316

 負債合計 34,253 34,687

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,491 5,491

  資本剰余金 7,040 7,170

  利益剰余金 17,107 19,493

  自己株式 △1,007 △2,424

  株主資本合計 28,632 29,730

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 905 1,295

  繰延ヘッジ損益 168 △4

  為替換算調整勘定 494 369

  退職給付に係る調整累計額 △27 △27

  その他の包括利益累計額合計 1,541 1,632

 新株予約権 319 240

 非支配株主持分 710 1,461

 純資産合計 31,203 33,065

負債純資産合計 65,456 67,753
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

売上高 35,772 38,499

売上原価 23,512 23,959

売上総利益 12,259 14,540

販売費及び一般管理費 8,884 9,643

営業利益 3,375 4,897

営業外収益   

 受取利息 14 9

 受取配当金 58 58

 持分法による投資利益 ― 24

 業務受託料 71 22

 その他 78 121

 営業外収益合計 223 236

営業外費用   

 支払利息 59 70

 為替差損 1 17

 その他 4 19

 営業外費用合計 65 107

経常利益 3,532 5,026

特別利益   

 関係会社出資金売却益 ― 262

 為替換算調整勘定取崩益 ― 115

 特別利益合計 ― 377

特別損失   

 災害による損失 ― 943

 固定資産除却損 37 65

 特別損失合計 37 1,008

税金等調整前四半期純利益 3,494 4,395

法人税、住民税及び事業税 1,079 1,441

法人税等調整額 △23 △543

法人税等合計 1,056 898

四半期純利益 2,438 3,497

非支配株主に帰属する四半期純利益 168 202

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,270 3,295
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

四半期純利益 2,438 3,497

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △247 389

 繰延ヘッジ損益 43 △174

 為替換算調整勘定 △155 △124

 退職給付に係る調整額 △5 △0

 その他の包括利益合計 △364 90

四半期包括利益 2,073 3,587

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,905 3,386

 非支配株主に係る四半期包括利益 168 201
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

(連結の範囲の重要な変更)

当第２四半期連結会計期間において、当社の連結子会社でありました寧波利克化工有限公司の全出資持分を譲渡

したため連結の範囲から除外しております。

 
(追加情報)

　(従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引について)

当社は、従業員への福利厚生を目的として、従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引を行っており

ます。

 ① 取引の概要

当社は、2013年８月29日開催の取締役会において、従業員に対する新しい報酬制度として退職時に当社

株式に交換可能なポイントを付与し、株価や業績との連動性をより高め、社員の意欲や士気を高めること

を目的に、株式給付信託を導入することを決議いたしました。

この導入に伴い、2013年９月17日付で資産管理サービス信託銀行㈱(信託Ｅ口)(現㈱日本カストディ銀行

(信託Ｅ口))が当社株式262千株(株式分割後1,048千株)を取得しております。

 ② 信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額(付随費用の金額を除く。)により、純資産の部に自

己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度291百万円、981

千株、当第３四半期連結会計期間末280百万円、945千株であります。

なお、2017年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で、2018年10月１日付で普通株式１株につき

２株の割合で株式分割を行っております。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年12月31日)

減価償却費 1,797百万円 1,642百万円

のれんの償却額 145百万円 149百万円
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(株主資本等関係)

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

 

配当金支払額

 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2019年５月10日
取締役会

普通株式 利益剰余金 344 9.5 2019年３月31日 2019年６月５日

2019年11月７日
取締役会

普通株式 利益剰余金 308 8.5 2019年９月30日 2019年12月４日
 

(注) １ 2019年５月10日取締役会決議による配当金の総額には、株式給付信託が保有する自社の株式に対する配当金

9百万円が含まれております。

２ 2019年11月７日取締役会決議による配当金の総額には、株式給付信託が保有する自社の株式に対する配当金

8百万円が含まれております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

 

１ 配当金支払額

 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2020年５月14日
取締役会

普通株式 利益剰余金 308 8.5 2020年３月31日 2020年６月５日

2020年11月６日
取締役会

普通株式 利益剰余金 597 17.0 2020年９月30日 2020年12月２日
 

(注) １ 2020年５月14日取締役会決議による配当金の総額には、株式給付信託が保有する自社の株式に対する配当金

8百万円が含まれております。

２ 2020年11月６日取締役会決議による配当金の総額には、株式給付信託が保有する自社の株式に対する配当金

16百万円が含まれております。

 
２ 株主資本の著しい変動

当社は、2020年４月17日開催の取締役会決議に基づき、自己株式1,425,600株の取得を行っております。この結

果、当第３四半期連結累計期間において、自己株式が1,643百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末において

自己株式が2,424百万円となっております

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当グループは、日用品の企画・製造・販売を主な内容として事業活動を展開しており、「日用雑貨衣料品事業」の

単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益 64円30銭 96円44銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 2,270 3,295

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
 四半期純利益(百万円)

2,270 3,295

普通株式の期中平均株式数(千株) 35,301 34,168

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 63円27銭 95円22銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(百万円) ― ―

普通株式増加数(千株) 530 435

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注)　株主資本において自己株式として計上されている株式給付信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純

利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式

に含めております。

１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中

平均株式数は前第３四半期連結累計期間は981千株であり、当第３四半期連結累計期間は964千株であります。
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(重要な後発事象)

(特定子会社の解散)

 2021年１月８日開催の当社取締役会において、当社の特定子会社である麗固日用品(南通)有限公司の解散を決

議いたしました。

 
(1) 解散の理由

　　 当社は、需要増加への対応及びコストダウンのため、2010 年６月に当該子会社を設立いたしましたが、当

グループ全体の製造拠点の集約化による経営効率の向上を目的に、同社を解散することといたしました。

 
(2) 当該特定子会社の概要

   ① 名称        ：麗固日用品(南通)有限公司

   ② 住所        ：中国江蘇省南通市南通経済技術開発区通盛大道１号

   ③ 代表者の氏名 ：董事長 青木 光男

   ④ 資本金      ：17,600千米ドル

   ⑤ 事業の内容  ：日用品の製造及び販売

   ⑥ 出資比率    ：100％

 
   (3) 解散の日程

     現地の法令等に従い必要な手続きが完了次第

 
　(4) 今後の見通し

　　　　当該解散が2021年３月期の連結業績に与える影響は軽微であります。

 
２ 【その他】

2020年11月６日開催の取締役会において、2020年９月30日の最終の株主名簿に記載または記録された株主に対し、

次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

(1) 配当金の総額 597百万円

(2) １株当たりの金額 17.0円

(3) 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2020年12月２日
 

(注) 配当金の総額には、株式給付信託が保有する自社の株式に対する配当金16百万円が含まれております。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2021年２月10日

レック株式会社

 取締役会 御中

 

太陽有限責任監査法人

東京事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 
公認会計士 中   村   憲   一 印 

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 
公認会計士 石   川   資   樹 印 

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているレック株式会社

の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2020年10月１日から2020年12月

31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、レック株式会社及び連結子会社の2020年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要

な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
その他の事項

会社の2020年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間に係

る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監

査が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して2020年２月14日付けで無限定の結論を表明して

おり、また、当該連結財務諸表に対して2020年６月26日付けで無限定適正意見を表明している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。
　

以　上

 
 

(注)１ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

   ２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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